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1 はじめに
雑談対話は人間の会話の約 60%を占めるという調

査 [10]や，タスク指向対話の達成を助けるという報

告 [5]があり，タスク指向対話とは異なる，非タスク

指向対話（いわゆる雑談）を行う対話システムの研究

が注目されている [4]．近年，seq2seqに代表される生

成ベースの雑談対話システム [8]が数多く報告されて

いるが，一般的な商用の対話システムでは，カスタマ

イズ性の高いルールベースの手法が利用されることが

多い [14]．

図 1にルールベースの雑談対話システムが利用する

対話ルールの例を示す．図 1に示したルールは，Arti-

ficial Intelligence Markup Language（AIML）[9]と呼

ばれる形式で記述されており，対話システムは，ユー

ザ発話を patternにマッチさせることで発話を理解し，

マッチしたルール（category）の templateを返すこと

でユーザに応答する．雑談対話で扱いたい対話の内容

に合わせてあらかじめ人手でルールを用意しておくこ

とで，ルールの範囲内で品質の高い応答を実現するこ

とができる．幅広い話題で高品質な雑談を行うために

は，大規模な AIML構築が必要となる．

日本語における大規模なAIMLを作成し，雑談対話

システムを構築した研究がHigashinakaらによって報

告されている [2]．対話コーパスを元に，連続する適

切な 2発話のペアを patternと template のペアとみ

なすことでAIMLの初期ルールセットを作成し，評価

セット中の発話に対して適切な応答が返るまでAIML

を修正することで，AIMLの構築を行っている．また，

250個のキーワードに対して作成された 25,000発話を

元に，キーワードと発話のペアを patternと template

のペアとみなしてAIMLの拡充を行うことで，最終的

に 149,300個の categoryで構成される AIMLを構築

している．

さらに，Higashinakaらが構築したAIMLの改善を

行う試みとして，不適切な発話の除去 [14]や，ルール

の追加・修正 [3]を行った研究が報告されている．ルー

<aiml >

<category >

<pattern >お 酒 * 飲 め * か </ pattern >

<template >飲 め ま すよ </ template >

</category >

<category >

<pattern >タ バ コ * 吸 い * か </ pattern >

<template >全 然 吸 い ま せん </ template >

</category >

...

</aiml >

図 1: 雑談対話における対話ルール（AIML）の例．

patternは形態素単位で区切られており，‘*’が任意の

形態素列と対応することでユーザ発話とマッチする．

ルの追加・修正では，複数の作業者が作成したユーザ

発話，および，複数ターンの対話を通じてシステムの

評価を行い，その評価値が閾値以上になるまで繰り返

しルールの追加や修正を行うことで，AIMLの改善を

行っている．最終的に，ルールの修正と評価を 8回繰り

返すことで作成されたAIMLの category数は 333,295

個となったが，修正されたルールの有効性を確認する

ためのチャット形式の評価において，修正前の AIML

と比較して対話の品質の向上がほとんど見られず，大

規模な AIMLの改善は容易ではないことが報告され

ている．その要因として，対応可能な話題が少ないた

めにシステムが同じ発話を繰り返してしまう点や，文

脈理解が必要な対話に対応できていない点が挙げられ

ている．

先行研究 [3]で述べられている問題のうち，文脈理

解の問題については，文脈ごとに AIMLを作成する

必要があり，効率的に AIML を改善する方法は明ら

かではない．一方で，対応可能な話題が少ない問題に

ついては，その話題に対応可能な AIMLを追加する

ことで解決できると考えられる．先行研究で構築され

た AIMLがカバーする話題の規模を調査するために，

AIMLの patternに含まれる名詞の数を調査したとこ

ろ，異なりで 11,360個となり，例えば地名（例．大

阪）や食べ物（例．たこ焼き）など，典型的な話題を
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図 2: キーワードベースの対話ルール（AIML）の構築手順

カバーできていない場合があることが判明した．これ

は，先行研究では主に対話コーパスに基づいてAIML

を構築・整備しており，雑談対話で扱われれるさまざ

まな話題をカバーするような AIMLを直接的に作成

してはいないためである．

本研究では，先行研究 [3]で構築されたAIMLを改

善するために，雑談で頻出すると考えられる話題（キー

ワード）を各種言語リソースを用いて列挙し，それら

に対応するシステム発話をルールとして人手で大規模

に作成することで，AIMLが対応可能な話題の拡充を

行った．作成したキーワードベースのAIMLに基づく

応答発話を人手で評価したところ，評価値（発話の有

益さ）の改善が確認できた．本稿では，AIMLの構築

方法，および，その評価について述べる．

2 キーワードに基づくルールの構築
図 2にキーワードベースの AIMLの構築手順を示

す．まず，Step 1として，Wikipediaや日本語語彙大

系などの言語リソース，および，人手による作業に基

づき，雑談対話で頻出すると考えられるキーワードを

列挙する．次に，Step 2として，列挙されたキーワー

ドを用いて，各キーワードに対応するシステム発話を

人手で記述する．最後に，Step 3として，キーワード

と発話のペアを patternと categoryとみなしてAIML

に変換することで，キーワードベースのAIMLを構築

する．

2.1 キーワードの列挙

雑談対話で扱う必要があるさまざまな話題をキー

ワードとしてカバーするためには，人手で列挙する単

語だけでなく，言語リソースから自動的に抽出した単

語も合わせて利用することが効果的である．異なる言

語リソースには異なる特徴の単語が含まれているた

め，それらを適切に組み合わせることで，網羅性の高

いキーワードリストを作成できると考えられる．本稿

では，既存の言語リソースから抽出できるキーワード

をカテゴリとして整理し，適宜人手も用いることで，

2万語のキーワードリストを作成した．

表 1に列挙したキーワードをカテゴリごとにまとめ

たものを示す．表 1にはキーワードのカテゴリごとに

キーワード数，概要，列挙方法と使用リソース，キー

ワード例が示されており，全部で 16種類のカテゴリ

が掲載されている．ID1 から ID3 までのカテゴリは

新語に対応するためのカテゴリであり，ID4以降のカ

テゴリはそれ以外のキーワードが属するカテゴリであ

る．言語リソースから自動的にキーワードを列挙する

カテゴリ（ID4，ID5，ID14）には，雑談対話において

キーワードとして出現しにくいと考えられる単語が多

く含まれていたため，クロールしたブログ記事コーパ

ス（1ヶ月分）でフィルタを行い，10回以上出現してい

るもののみをキーワードとして利用した．人手が必要

なカテゴリ（ID1から ID3，ID6など）はカテゴリご

とに 1名の作業者が作業を実施することでキーワード

を列挙した．キーワードを列挙する際には，商用サー

ビスなどで問題となる不適切なキーワード [14]や商

品名に該当するキーワードへのラベル付与を行った．

2.2 システム発話の人手記述

作成したキーワードリストに含まれる各キーワード

に対して，そのキーワードを含むユーザ発話に対する

応答となるシステム発話を人手で記述した．キーワー

ドごとに作成する発話は，先行研究 [2]におけるキー

ワードベースの AIML構築の方法にならって 4発話

とし，以下の 4発話を作成した．

(1) キーワードを含む平叙文

(2) キーワードを含む質問文

(3) キーワードを含まず，関連する内容の平叙文

(4) キーワードを含まず，関連する内容の質問文

質問文や，キーワードを含まない発話も合わせて作成

― 1340 ― Copyright(C) 2019 The Association for Natural Language Processing.
All Rights Reserved.



表 1: 雑談対話における対話ルール（AIML）構築のために列挙されたキーワードの一覧
ID カテゴリ キーワード数 概要 列挙方法 使用リソース キーワード例

1 gendaiyougo 508 (2.5%)
現代用語の基礎知識に掲
載されている単語

人手でキーワード化可能な
名詞を抽出

現代用語の基礎知識 2018
[15]

ノーコン，パシュー
ト，ハッカー

2 neologism 345 (1.7%)
Webに掲載されている新
語・流行語

人手でキーワード化可能な
名詞を抽出

新語・流行語大賞1，今年の
新語2

インスタ映え，歩き
スマホ

3 koujien 146 (0.7%)
広辞苑第 7版に新しく掲
載された名詞（一部）

Webページを参照し，人手
で新語を列挙

広辞苑第 7 版 [12]
朝ドラ，小腹，健康
寿命

4 qa 7,120 (35.6%)
質問ランキングサイトに
おける頻出の回答

別リソースで閾値回数以上
出現する名詞を抽出

質問ランキングサイトの回
答データ [13]，ブログ記事

コミュニケーション
能力，ピラティス

5 ene 4,289 (21.4%)
拡張固有表現（ENE）で
フィルタしたWikipedia

人手列挙の ENEが自動付
与されたページ名を列挙

Wikipedia，ENE [6]，ブ
ログ記事

インフルエンザ，リ
チウム，真鯛

6 trip 1,834 (9.2%)
国内の観光スポットやグ
ルメ

人手で県ごとに観光スポッ
トやグルメを列挙

観光案内サイトなど観光関
連情報のWeb ページ

牛タン，ロイズ，な
めろう

7 famous 1,271 (6.4%)
有名な人物，団体，作品
の名称

Web ページを参照し人手
でキーワードを列挙

ランキングなどをまとめた
各種Web ページ

ベイマックス，ス
ターウォーズ

8 city 984 (4.9%) 国内の主要都市
国内の主要都市をまとめた
リストから抽出

基準地・重要地・主要地一
覧 3 帯広，瀬田，さつま

9 pdb 975 (4.9%)
Person DB（PDB）中の
質問の典型回答

PDB の各質問で典型的と
考えられる応答を人手列挙

PDB [7]
マニキュア，遺跡巡
り，DS

10 work 464 (2.3%) 職業名
Wikipedia の「職業一覧」
ページのリストから抽出

Wikipedia の職業一覧 4 大統領，外交官，塾
講師

11 genre 374 (1.9%)
雑談対話における各話題
で特徴的な名詞

決められたジャンルごとに
名詞を人手で列挙

Higashinakaらが定義した
ジャンル一覧 [2]

つけまつげ，プロバ
イダ，従兄弟

12 prefecture 264 (1.3%)
都道府県や県庁所在地，
および，主な地名

Web ページを参照し人手
でキーワードを列挙

都道府県，県庁所在地をま
とめたWeb ページ

北海道，札幌

13 transport 185 (0.9%)
主要駅などの公共交通機
関関連名称

Web ページのリストから
抽出

利用者数の順位や主要駅一
覧をまとめたWeb ページ

渋谷駅，東名，ゆり
かもめ

14 goitaikei 155 (0.8%)
日本語語彙大系の一部の
名詞意味カテゴリの名詞

人手で選択したカテゴリに
属する名詞を抽出

日本語語彙大系 [11]，ブロ
グ記事

博士，朝風呂，食い
しん坊

15 date 96 (0.5%)
日付関連の用語やイベン
トの名称

Web ページを参照し人手
でキーワードを列挙

行事，記念日，イベントな
どをまとめたWeb ページ

1 月，春分の日，
2019

16 misc 990 (5.0%)
その他（海外の観光地や
大学名など）

Web ページを参照し人手
でキーワードを列挙

ランキングなどをまとめた
各種Web ページ

オスロ，ピサの斜
塔，東大

– 合計 20,000 (100%) – – – –

しておくことで，話題を変えるなど幅広い発話が可能

になる．各キーワードにつき作業者 1名が発話を作成

した．発話の作成者にはインストラクションを与え，

作成する発話は，キーワードを含むユーザ発話に幅広

く応答可能で，文脈に依存せず，有益な情報をなるべ

く多く含み，対話システムとして問題のない（例えば，

政治的思想を含まない）発話であると指示した．

2.3 AIMLへの変換

図 3に最終的に作成されたAIMLの例を示す．列挙

したキーワードと各キーワードに対して記述された発

話をペアとみなし，機械的に変換することでAIMLを

作成した．キーワードは，形態素解析 [1]を行って分

かち書きした後，任意の形態素列にマッチする形態素

‘*’をキーワードの前後に挿入することで，2× 2 = 4

通りの pattern を作成し，作成されたシステム発話

（template）と組み合わせることでAIMLを作成した．

1https://ja.wikipedia.org/wiki/新語・流行語大賞
2https://ja.wikipedia.org/wiki/今年の新語
3http://www.mlit.go.jp/road/sign/sign/annai/
6-hyou-timei.htm

4https://ja.wikipedia.org/wiki/職業一覧

<aiml >

<category >

<pattern >た こ 焼き </ pattern >

<template >た こ 焼 き は 熱 く て や け ど し ます </...

</category >

...

<category >

<pattern >* た こ 焼 き *</pattern >

<template >粉 物 が お 好 き な ん で す か？ </...

</category >

</aiml >

図 3: キーワード「たこ焼き」に対して作成された対

話ルール（AIML）の例

3 構築した対話ルールの評価
キーワードに基づいて構築した新規のAIMLの有効

性を確認するために，先行研究 [3]で作成されたAIML

との比較を行った．

比較を行うために，100発話からなる評価セット 1，

および 2を用意した．評価セット 1は，キーワードに

対して作成された AIMLの有効性を確認するために，

本研究で列挙したキーワードからランダムに選択した

100単語を含む入力発話を人手で作成したものであり，
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表 2: 構築された対話ルールの人手評価

ルールセット
評価セット 1 評価セット 2

自然さ 有益さ 自然さ 有益さ

OLD 2.76 2.45 2.33 1.93

OLD+NEW 1/4 2.66 2.60 2.30 1.99

OLD+NEW 1/2 2.49 2.61 2.45 2.21

OLD+NEW ALL 2.51 2.82 2.45 2.28

評価セット 2は，一般の雑談対話におけるAIMLの有

効性を確認するために，質問応答や感情理解など 10

個の観点で入力発話を列挙したものである．

評価値として，入力発話に対するAIMLの応答のつ

ながりの良さを表す「自然さ」，および，応答に有益

な情報や話題が含まれるかを表す「有益さ」を用い，

5段階の Likert尺度で評価を実施した．評価はAIML

構築とは無関係な 2名の作業者が行った．

比較する対話ルールは 4種類とし，先行研究 [3]で

作成されたAIML（“OLD”），本研究で作成したAIML

を追加した AIML（“OLD+NEW ALL”），本研究で作成

したAIMLを部分的（1／ 4または 1／ 2）に追加した

AIML（“OLD+NEW 1/4”と “OLD+NEW 1/2”）とした．

表 2 に構築した対話ルールを人手評価した結果を

示す．評価セット 1，および，2において，“OLD”と

“OLD+NEW ALL”の有益さには統計的に有意な差が見ら

れ（ANOVAおよび t検定，有意水準：.05），キーワー

ドに基づいて新規に作成した AIMLが有効であるこ

とが確認できた．

図 4にキーワードベースの対話ルールを追加する前

（“OLD”）と後（“OLD+NEW ALL”）の対話ルールに基づ

く応答の例を示す．1つ目の例については，追加前の

AIMLでは「（地名）はどこにあるのですか」という

応答を返しているのに対し，追加後のAIMLでは地名

（大阪）に関連する応答ができている．2つ目の例につ

いては，追加前のAIMLでは「たこ焼き *」にマッチ

するルールが存在せず，デフォルトの応答が帰ってい

るのに対し，追加後のAIMLでは，作成した「たこ焼

き」のルールを用いて，たこ焼きに関連する応答がで

きており，より広い話題をカバーできていることがわ

かる．

4 おわりに
本稿では，先行研究 [3] で構築された対話ルール

（AIML）の性能を改善するために，言語リソースに

基づいて列挙したキーワードから作成した AIMLを

大規模に追加する手法を提案した．雑談対話で扱われ

入 力 発 話 ： 「 大 阪 出 身 で す 」
O L D：「大阪はどこにあるのですか？」
OLD+ N E W _ A L L：「大阪は商人の町です」

入 力 発 話 ： 「 た こ 焼 き が 好 き で す 」
O L D：「そうなんですね」
OLD+ N E W _ A L L：「たこ焼きは熱くてやけどします」

図 4: キーワードに基づく対話ルールを追加する前と

後の対話ルールに基づく応答発話の例

るさまざまな話題をカバーするために，複数の言語リ

ソース，および，人手の作業を組み合わせることで，2

万語のキーワードを列挙し，各キーワードに対して 4

発話ずつシステム発話を人手で作成することで，キー

ワードベースの AIMLを作成した．作成した AIML

を評価したところ，先行研究のAIMLと比較して，応

答発話の有益さに改善が見られた．

今後は作成した AIMLを既存の雑談対話システム

や生成ベースの手法と組み合わせ，より自然かつ有益

な応答が可能な対話システムの構築を目指す．
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